
［標準様式例４-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和7年4月24日

契 約 業 者 名 （株）建設環境研究所

契 約 業 者 の 住 所  東京都豊島区東池袋二丁目２３番２号

業 務 の 名 称 Ｒ６国道６号外環境調査検討業務

業 務 場 所 国道６号千代田石岡バイパス　外６箇所

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和6年9月14日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和7年9月30日

変 更 前 の 契 約 金 額 51,106,000円(税込)

変 更 金 額 +10,175,000円(税込)

変 更 後 の 契 約 金 額 61,281,000円(税込)

変 更 理 由

（　第１回　、最終　）契約変更の内容

【地質調査】
１．土壌調査（協和バイパス）（減）
２．土壌調査（下館バイパス）（減）
３．機械ボーリング（減）
４．電子成果品作成費（減）
５．間接調査費（減）
６．地歴調査（協和バイパス・下館バイパス）（減）
７．現地調査・区画の選定 （協和バイパス・下館バイパス）（減）
８．調査結果の考察・報文執筆（協和バイパス・下館バイパス）（減）
９．環境調査検討（増・減）
１０．直接経費（増）
１１．履行期間（延長）

【地質調査】
１．土壌調査（協和バイパス）
　土壌汚染の状況把握が必要となる用地の予定が当面の間、存在しないことが判明したた
め土壌調査を減工する。
２．土壌調査（下館バイパス）
　土壌汚染の状況把握が必要となる用地の予定が当面の間、存在しないことが判明したた
め土壌調査を減工する。
３．機械ボーリング
　土壌調査の減工に伴い、機械ボーリングを減工する。
４．電子成果品作成費
　上記減工に伴い、電子成果品作成費を減工する。
５．間接調査費
　１）機械ボーリングの減工に伴い、ボーリングマシンの運搬費、準備費、足場仮設の仮
設費を減工する。
　２）上記減工に伴い、安全費、旅費交通費、施工管理費を減工する。
６．地歴調査（協和バイパス・下館バイパス）
　土壌汚染の状況把握が必要となる用地の予定が当面の間、存在しないことが判明したた
め地歴調査を減工する。
７．現地調査・区画の選定 （協和バイパス・下館バイパス）
　土壌汚染の状況把握が必要となる用地の予定が当面の間、存在しないことが判明したた
め現地調査・区画の選定を減工する。
８．調査結果の考察・報文執筆（協和バイパス・下館バイパス）
　土壌汚染の状況把握が必要となる用地の予定が当面の間、存在しないことが判明したた
め調査結果の考察・報文執筆を減工する。
９．環境調査検討
　１）猛禽類の営巣状況を確認した結果、調査期間を延長する必要が生じたため、猛禽類
調査（千代田石岡バイパス）、猛禽類調査（勿来バイパス）、調査結果の分析・検討を増
工する。
　２）既往図書、計画交通量、計画路線帯及びその周辺の地形、土地の利用状況等を考慮
し、調査箇所を精査した結果、調査箇所数が変更となったため、騒音・振動調査（日立バ
イパス）を減工する。
　３）振動予測を行うにあたり、地盤卓越振動数を現地で取得する必要があることから、
騒音・振動調査（東海拡幅）を増工する。
　４）Ｒ５年度業務の環境影響評価項目の選定状況により、予測評価項目を追加したた
め、予測・評価（大和田拡幅）を増工する。
１０．直接経費
　上記増工に伴い、電子成果品作成費を増工する。
１１．履行期間は、猛禽類調査期間延長に伴い、令和７年９月３０日までとする。


